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放牧管理への行動学的アプ口一チ

―傾斜放牧地における牛群の行動制御の可能性一

学位論文内容の要旨

  土地を基盤とする家畜生産を考える上で、放牧は重要な意義を持っている。
しかしながら、放牧地における草地管理および家畜自体の管理面で多くの課題
か残されており、効果的な放牧管理のためには、放牧牛群の行動、特に牧区内
分布の予測・制御が必要と考えられる。
  平坦な放牧地では、植生、施設や気象が放牧牛群の牧区内分布に及ばす影響
が明らかにされており、これらの要因を調節することにより牛群の牧区内分布
の制御が試みられている。しかし傾斜地の放牧地では、牧区内の標高差や傾斜
などの地形要素が上記各要因と複雑に関連しており、牛群の牧区内分布の予測
・制御は平坦な放牧地に比べて困難な状況にある。
  傾斜地の放牧地における牛群の行動制御には放牧牛の牧区内分布の予測モデ
ルを作成し、このモデルを用いて行動制御を検討することが効果的である。そ
のためには、放牧牛群の牧区内分布に影響する各要因を明らかにじ、その上で
複数の牧区における放牧牛群の牧区内分布の比較や、各要因の組み合わせ実験
を行い、検討する必要がある。
  以上の様な背景から、本研究は傾斜放牧地における放牧牛群の牧区内分布の
予測・制御を目的とし、本学附属牧場において6つの試験を行い、以下の4つ
の項目について検討を行った。
， 1） 放 牧 牛 群 の 牧 区 内 分 布 に 影 響 す る 諸 要 因 （ 試 験 1）
2） 地 形 が 放 牧 牛 群 の 牧 区 内 分 布 に 及 ぼ す 影 響 （ 試 験 2、 3）
3）施 設が 放 牧牛 群の 牧 区内 分布 に 及ぼ す影 響 （試験4、 5、6）
4）重回帰モデルによる放牧牛群の牧区内分布の予測と制御の可能性
  まず試験1では、放牧牛群の食草時および休息時の牧区内分布に影響する諸
要因を把握することを目的とし、1つの牧区における夏季放牧牛群の行動を観
察し、食草、休息時の牧区内分布を地形、施設、植生および気象との関連から
検討した。その結果、地形および施設は1日全体での放牧牛群の食草時の牧区
内分布には大きく影響しないが、日内各時間帯における放牧牛群の休息時の分
布に影響を及ぽすことが明かとなった。以上の結果から、本試験程度の牧区面
積および放牧頭数の場合、草地管理面から牛群の食草時の分布を制御すること
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はあまり必要ではなく、牛群管理の省力化といった観点から、休息時の分布の
制 御 が よ り 効 果 的 な 放 牧 管 理 技 術 と な り 得 る と 結 論 し た 。
  試験2では、地形が放牧牛群，の休息時の分布に及ぼす影響について、さらに
地形の異なる3つの牧区で比較した。その結果、夜間の休息時の分布には、全
ての牧区において斜面の傾斜、尾根の存在が影響を及ぼした。標高差も夜間の
休息時の分布に影響を及ばしたが、この影響は牧区内の標高差が60m未満の牧区
では明確ではなかった。一方、昼間の休息は、2つの牧区では低標高部の平坦
～緩斜面部で行われることが多く、これは水場の存在する牧区内最低部に相当
した。しかしこの部分の面積が小さい牧区では、水場の存在する牧区内最低部
ということでは他の2つの牧区と同じであるにもかかわらず、同部分での休息
は見られなかった。
  そこで、試験3では水場の存在する牧区内最低部の面積の変化が昼間の休息
場所に及ぽす影響について検討した。すなわち、他の要因にもかかわらず水場
の存在する牧区内最低部で昼間の休息が行われなかった牧区の、当該部分の面
積を実験的に調節し比較検討した。その結果、上に挙げた地形要因のほかに水
場の存在する牧区内最低部の面積が昼間の休息時の分布に影響を及ぼすことが
明かとなった。
  試験4，5，6では水場や日陰などの放牧施設が放牧牛群の休息時の分布に
及ぽす影響を検討した。試験4では施設の配置が放牧牛群の昼間の休息時の分
布に及ぽす影響を検討するために、水場の移設による昼間の休息時の分布の変
化について検討した。水場の移設に伴い昼間の休息場所も共に移動し、水場が
昼間の休息時の分布に及ぽす影響が大きいことが示された。地形と共にこのよ
うな放牧施設を配置する位置を考慮することにより、昼間の休息時の分布の制
御がより効果的に行えることが示された。
  試験5では日陰の存在しない牧区に2基の人工日除けを設置し、両者の距離
を0から64mまで様々に変えそれぞれの設定での牛群の日陰利用行動を解析
することにより、日陰問の距離が放牧牛群の日陰利用に及ぼす影響を検討した。
その結果、約10m以内の間隔の日陰であれば、放牧牛群が群として同時に利用で
きる1つの日陰と見なし得ると考えられた。
  続く試験6では9つの牧区で観察を行い、放牧牛群が昼間の休息場所として
利用した日陰の特徴を日陰の面積から検討した。試験5の結果より、間隔が10
m以内の日陰を1つの日陰と考えた場合、日陰の面積が10a以上の日陰では10a未
満 の 日 陰 と 比 べ て 牛 群 の 休 息 利 用 頻 度 は 低 い と 考 え ら れ た 。
    上記6つの試験の結果から放牧牛群の休息時の分布に影響すると考えられた
各要因を用レヽ、休息時の分布の予測モデルを作成した。昼および夜間の休息時
のモデルは共に統計的に有意（P<O. 01）なもので特に昼間の休息時の予測モデ
ルはその寄与率から、実際の放牧牛の行動予測・制御に使いうるものであると
判断された。このモデルにより、ある牧区内のある‐場所における放牧牛群の昼
間の休息頻度は、その牧区の「水場の存在する牧区内最低部の面積Jおよびそ
の場所の「傾斜度」「標高」「水場からの距離」「日陰の有無と規模」「地面
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の状態（湿地か否か）」「斜面の方角」により予測することが可能であった。
今後、より一般化し得るモデルを作成し、数値実験による制御の可能性を放牧
地において検証することにより、傾斜放牧地において放牧牛群の休息時の分布
の制御が可能となると結論した。このような新たな行動学的アプローチにより、
牛群の効果的な放牧管理への道を開くことができた。
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放牧管理への行動学的アプ口ーチ

一傾斜放牧地における牛群の行動制御の可能性ー

  放牧は伝統的な土地利用型家畜生産方式であり、現在もなおその意義は高い。

効果的な放牧管理という観点から家畜の放牧行動を取り上げた研究は多いが、

実際に放牧家畜の行動の予測・制御を試みた研究は少なぃ。本研究は従来の放

牧家畜の行動に関する学問的蓄積を踏まえたうえで、放牧牛群の牧区内分布予

測のモデル式を組み立てることによりその予測・制御の可能性を追究した研究

である。

  本論文は、表21、図32、引用文献66、要約および英文抄録を含む総ぺ―ジ数

131の和文論文であり、6章に分けて論述されている。別に参考論文7篇が添え

られている。

  本論文はまず、家畜生産における放牧の意義を確認すると共に、草地管理面

および家畜自体の管理面から放牧家畜の行動を制御することの重要性を指摘し

ている。その上で、傾斜地の放牧地では、放牧家畜の行動に影響する要因が複

雑で、さらに互いに影響し合っており、これらの解析にはモデル式の応用が効

果的であることを指摘した。

  このような観点から、本研究は傾斜放牧地における放牧牛群の牧区内分布の

予測・制御を目的とし、本学附属牧場において6つの試験を行い、以下の4つ

の項目について検討を行っている。

1.放牧牛群の牧区内分布に影響する諸要因（試験1）

2． 地 形 が 放 牧 牛 群 の 牧 区 内 分 布 に 及 ぼ す 影 響 （ 試 験 2、 3）

3． 施 設 が 放 牧 牛 群 の 牧 区 内 分 布 に 及 ぽ す 影 響 （ iだ 験 4、 5、 6）

4．重 回 帰モ デ ルに よる 放 牧牛群の牧 区内分布の予測 と制御の可能 性

  研究の成果は以下のように要約される。
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1）試験1では放牧牛群の食草、休息時の牧区内分布に影響する要因を把握す

ることを目的に、1つの牧区において放牧牛群の行動を観察した。その結果、

地形および施設は1日全体での食草時の牧区内分布には影響せず、日内各時間

帯における休息時 の分布に影響を及 ぼすことが明らか となった。

2）試験2では、地形が牛群の休息時の分布に及ぽす影響について、地形の異

なる3つの牧区で比較検討した。その結果、試験1で明らかになった斜面の傾

斜度、標高差、斜面の方角などの要素の他に、さらに水場の存在する牧区内最

低部の面積も昼間の休息時の分布に影響している可能性がうかがわれた。

3）そこで試験3では水場の存在する牧区内最低部の面積を実験的に調節した

牧区を用い、牛群の昼間の休息時の分布の変化を検討した。その結果、水場の

存在する牧区内最低部の面積は昼間の休息時の分布に影響を及ぼす要素のーつ

であることが明らかとなった。

4）試験4では、水場の移設による昼間の休息時の分布の変化について検討し

た。水場の移設に伴い昼間の休息場所も共に移動し、水場が昼間の休息時の分

布に及ぼす影響が大きいことが示された。

5）試験5、6では日陰が昼間の休息時の分布に及ぽす影響を検討した。試験

5では人工日除けを用い、日陰間の距離が放牧牛群の日陰利用に及ばす影響を

検討し、10m以内の、間隔の日陰であれば、放牧牛群が群として同時に利用できる

1つの日陰と見なし得ることを明らかにした。

試験6では、放牧牛群が昼間の休息場所として利用した日陰の特徴を9つの牧

区で観察し、日陰の面積から検討した。間隔が10m以内の日陰を1つの日陰と考

えた場合、日陰の面積が10a以上の日陰では10a未満の日陰と比ぺて牛群の休息

利用頻度が低いことを認めた。

6）上記6つの試験から得られた各要因を用い、放牧牛群の休息時の分布の予

測モデルを作成した。このモデルにより、放牧牛群の昼間の休息頻度は、その

牧区の「水場の存在する牧区内、最低部の面積」およびその場所の「傾斜度」

  「標高」「水場からの距離」「日陰の有無と規模」「地面の状態」「斜面の方

角」により予測することが可能であった。

  以上、本研究は傾斜放牧地における放牧牛群の牧区内分布に関して行動学的

手法を用いて解析を行い、多くの新しい知見を提示し、牛群の効果的な放牧管

理 へ の 道 を 開 い た も の で あ り 、 学 術 的 に 高 く 評 価 さ れ る 。

  よって審査員一同は最終試験の結果と合わせて、本論文の提出者安江健

は博士（農学）の学位を受けるのに十分な資格があるものと認定した。
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